
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
  
   
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 どんな生き物にも大切な命があることに改めて気付くことができました。身の

回りの生き物や今育てている人権の花にもかけがえのない命があるから、大切に

してほしいです。 

 一ヶ月間かけて、道徳の時間以外にも「いのち」について考えるなかで子ども達から「私たちは

大切に育てられているから、自分でも自分の命を大切にしたい」というような発言がありました。 

 １ヶ月間命についての学習をしたことで、

自分の命だけでなく、周りの人や生き物、植

物も大切にしなければいけないことに気付

きました。命の学習で学んだことを生かし、

生活科で育てている夏野菜に毎日忘れずに

水やりをしたり、飼っているカニやメダカに

餌をあげたりなど、身の回りにある命を大切

にすることができています。 
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道徳の「わたしのいのち」で「命を精一杯大切にすること」について考えました。大切にできて

いるときは、努力しているときや好きなことに取り組んでいるとき、健康や安全に気を付けている

ときなのだそうです。反対に大切にできていないときは、イライラしたり、わがままを言ったり、

ゲームをしすぎたりしているときなのだそうです。 
毎日精一杯生きることの大切さに気付くことが 

できました。 

自主学習ノート交流会（７月２９日） 
 

自分のめあてに向かって、あきらめないで努力することをね

らいとしています。他の学年の友達の自主学習ノートを見て、

そのがんばりを褒めたり、参考にしたりしてもらいたいと思い

ます。 

 今の平和が続いていくために、ど

のようなことができるのかを考え

ました。「１日１日を大切に生きる」

や「争いごとをしない」など、自分

と相手の命の尊さ、平和のありがた

さを考えることができていました。

１つしかない命を大切にしていっ

て欲しいと思います。 

６月の生活目標は、「自分を大切にしよう」でした。道徳や学級活動、

理科など学校での生活を通して、命の大切さについて学習してきまし

た。感染症対策で自分や周りの人の命を守っていくことは学校でも指導

しています。学級で飼育しているメダカの様子も「先生、卵もっとる」

など毎日観察している姿を見て、命の大切さを実感しているなぁと感じ

ています。 
 道徳の授業でも、「命ある限り精一杯生きていきたい」、「産んでくれ

たお母さんに感謝したい」、「簡単に死にたいなんて言わない」という気

持ちをもつことができています。 
ご家庭でも、命について話し合ってみてはいかがでしょうか。 


